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２００５ 12月号

－県立図書館で開催される行事を紹介します－今月の主催事業のお知らせ

   第８回  県立図書館　クリスマスおはなし会       

日　時  １２月１７日（土） 午前１０時３０分～１１時３０分 　
会　場　県立図書館多目的ホール
対　象　幼児から小学校低学年
担　当 子ども読書支援センター　 
申込み・問い合わせ 子ども読書支援センター（県立図書館内），当日参加申込可
ＴＥＬ 　       ０１８－８６６－０２６６　 ＦＡＸ０１８－８６６－６２００　（火・水・木・金 ・土 午後１時～５時午後１時～５時午後１時 ）～５時）～５時

秋田県立図書館では、ご自宅や勤務先等に、貸出した本をお送りするサービスを始めました。
　《宅配ご利用の方》県立図書館利用登録者及び県内市町村図書館・公民館図書室利用登録者となります。
　《宅配できる資料》貸出可能な図書資料のみ（雑誌、ＡＶ資料は除く）で図書館の貸出上限7冊内とな
　ります。
　《申込み》
　　県立図書館（封書・FAX・メール）又は市町村立図書館・公民館へ申し込み下さい。
　　※申込書は県立図書館、市町村立図書館、公民館図書室に備え付けてあります。
                    また、インターネットからもダウンロードできます。
　《図書の送付、返送について》
　　 ・送付、返送の送料はご利用の方の負担となります。
     　※送付代金については１回につき３００円（３０ｋｇまで）です。
　　　お問い合わせ先　県立図書館奉仕班　企画協力担当　　ＴＥＬ０１８－８６６－８４００

県立図書館図書宅配サービスのお知らせ

県立図書館メールマガジン発行中

○ 郷土資料、行政資料案内
○ 子ども読書情報案内
○ 図書館催時案内
○ ビジネス情報案内

メールマガジンの内容

　図書館からのお知らせ、行事案内、新着図書の紹介等、図書館を利用するために役立つ情報
を提供しています。皆さんもどうぞご利用下さい。

注意事項

　　○原則として月２回 ( 火曜日 ) の発行となります。

　　○携帯電話のメールアドレスは当分の間サービス対象としません。

　　○図書館の利用登録（利用カード）が必要です。

                            問い合わせ
       〒  010-0952　秋田市山王新町14-31
　  秋田県立図書館　メールマガジン担当
　  電話 018-866-8400
　  FAX  018-866-6200  

実施期間    平成17年11月1日～実施期間    平成17年11月1日～実施 平成18年2月28日期間    平成17年11月1日～平成18年2月28日期間    平成17年11月1日～



　　　　

　　　　　　　　

          　は休館日です。　  は館内整理日です。（月の初日です。ご利用は、

　 ２階閲覧室の図書、雑誌、新聞の閲覧のみとなり、貸出等は行いません）
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－県立図書館の司書２人が毎回お勧めの本を紹介します－

〔推薦者　山内　晴絵〕

県立図書館司書がお勧めする一冊
書名『    日本のスイッチ   』　慶応義塾大学佐藤雅彦研究室　毎日新聞社　２００４．

編　　集　　発　　行　　秋  田  県  立  図  書  館          〒 010-0952　秋田市山王新町１４－３１    　

発　　　  行 　　　 日　　平成１7年 12 月 1 日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   

Ｕ　　      Ｒ 　　      Ｌ　　パソコン用　http://www.apl.pref.akita.jp              携帯電話用 http://ill.apl.pref.akita.jp/m/

Ｅ    －    ｍ    ａ   ｉ   ｌ   　図書館全般について　apl@apl.pref.akita.jp　        資料の問い合わせ　houshi@apl.pref.akita.jp　

ＴＥＬ　０１８－８６６－８４００

ＦＡＸ　０１８－８６６－６２００

土日・祝日・館内整理日

　平　　　　　　　日

休館日の図書の返却は、入口のブックポストへお願いいたします。

12月の休館日のお知らせ
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

開　 　館　 　時　 　間

は休館日です。　  は館内整理日です。（月の初日

午前１０時～午後 5時

午前１０時～午後７時（１１月～３月）

私達が何気なく普段口にしている言葉。その中に日本でしか通じない和製英語というものがある。英語を母国語とする人に
とっては、和製英語は多くの誤解や混乱を引き起こすかなり困った言葉であるらしい。
　その大きな原因は、①英語以外の外国語から採られた言葉を英語だと勘違いして使っていたり（オードブル、パン）、②英
語での意味と違う意味で用いられていたり（スマート、リフォーム）、③発音の似た別の単語に聞えること、にあるようだ。
例えば、②の服の直し、家の改修といった意味で使われる「リフォーム」は「改める」という意味を持つ。しかし、英語では
服の大きさや長さを変えるという小さな変化には用いず、重大な社会的変化や個人の心理・行状の変化などの規模が大きな変
化において用いられるそうだ。
　本書は著者の和製英語における失敗談をまとめたものである。和製英語を聞いて著者が想像するものは、その和製英語の意
味とはかなりかけ離れていて驚かされる。中には英語だと思っていたものが実は和製英語であったり……。もしかしたら、あ
なたが英語だと思っている言葉も実は和製英語かもしれませんよ。

書名  『   恥ずかしい和製英語  』　スティーブン・ウォルシュ著　草思社　２００５．１０『   恥ずかしい和製英語  』　スティーブン・ウォルシュ著　草思社　２００５．１０『 〔推薦者　三浦　美鈴〕

   この本は毎日新聞に掲載された「日本のスイッチ」という連載がもとになっています。連載を企画した慶応義塾大学教授の
佐藤雅彦氏は、数々のヒットＣＭを生みだした元電通社員という経歴の持ち主（彼の仕事については『佐藤雅彦全仕事』をご
一読ください）。それだけに「日本のスイッチ」は新聞に掲載された質問に、読者が携帯電話から答えるというユニークな構
成になっています。
　なぁんだ、ただのアンケートじゃないか、と思ってはいけません。なにしろ質問の内容が政治経済といったことから、普段
わざわざ人に聞かないような身近な疑問までにおよんでいるからです。その結果から見えてくるのは「日本の９割は、仮釈放
のない本当の無期懲役を求めている」「日本の８割は、自販機のおつりの出口は低すぎると思っている」「日本の６割弱は、好
きなおかずは最後に食べる」などなど。ビジネスチャンスというものは、案外こんな小さなところから生まれてくる・・・の
かもしれません。
　図書館では古い新聞をご覧いただくことができます。新聞で連載当時の出来事を振り返りながら、自分だったらどう答える
だろうと考えてみるのもおもしろいのではないでしょうか。

けいじばん
◆年末年始の休館日 平成１７年１２月２８日～平成１８年１月３日 ★１月４日は館内整理日で午後５時★１月４日は館内整理日で午後５時★１月４日は館内整理日で午後５ までの開館となります。時までの開館となります。時

◆県立図書館自動応答電話　TEL０１８－８６６－８４０６電話　TEL０１８－８６６－８４０６電話 　プッシュホン電話のみのご利用となります。

　　自動応答電話にダイヤルした後、 音声ガイダンスに従って、 下記のプッシュホンボタンを選んでのご利用となります。

　　　　パスワード変更 ： １　　　予約貸出確認 ： ２　　　開館情報などの案内 ： ３　　　利用案内 ： ４

今月の県立図書館テーマ展示 場所：２階閲覧室　　  場所：２階閲覧室　　  場所：２階閲覧室

提供内容 ： 歴史上の人物、 企業家、 科学者、 芸術家、 スポーツ選手文学者、 県関係者等の伝記など　　 　          

第７回展示　先人をたどる　～人物伝からみる世界～

　　　　自動応答電話 　ＴＥＬ　０１８－８６６－８４０６

第 8回展示　冬休みじっくりじっくり読書しよう！
提供内容 ： クリスマス、 正月、 冬のあそび、 文学など　　　          

　　  期間：１２月１３日 （火） ～１月２２日 （日）

  期間：１１月１５日 （火） ～１２月１１日 （日）


